
14 9 (3) 12 (1) 30 13 10 (1) 11 27 (1) 26 21 (6) 173
～19歳 1 2 2 1 2 8

20～29歳 2 1 (1) 1 7 2 3 3 2 3 2 (1) 26
30～39歳 6 2 (1) 3 4 2 3 5 4 5 (1) 34
40～49歳 3 2 (1) 3 7 1 3 1 4 4 8 (1) 36
50～59歳 1 2 5 (1) 5 6 2 7 8 4 (1) 40
 60歳～ 1 5 2 2 (1) 3 7 (1) 7 2 (2) 29

製造業 3 2 3 8 4 4 3 8 7 5 47
建設業 4 3 (2) 4 (1) 9 5 4 (1) 2 3 4 4 (4) 42
運送業 2 1 3 2 2 6 4 3 23
警備業 1 1 2 3 1 8

ゴルフ場 1 1 2 1 1 (1) 3 1 (1) 10
その他 5 2 (1) 4 8 1 1 3 7 5 7 (1) 43

男 13 9 (3) 9 (1) 24 13 8 (1) 8 24 (1) 20 17 (6) 145
女 1 3 6 2 3 3 6 4 28

 
資料出所　労働者死傷病報告による　　なお、（　）内は死亡者数で内数  

熱中症による発生件数の推移

発生件数

年齢別

業種別

性別

 職場での熱中症による死傷者数は、平成23年以降、平成26年の30人が最も多く、業種別では製造業及び建設業の2つの業
種で全体の半数(51％)を占めています。死亡災害は、平成25年に３人、平成26年、29年及び令和元年に１人発生しています。
特に梅雨明け直後の暑さに慣れるまでの間は、 十分に休憩を取りながら徐々に身体を慣らす熱への暑熱順化とともに、その
後も暑さ指数に応じて、作業の中断や短縮などにより熱中症を予防しましょう。

  

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

 熱中症の発生状況（休業４日以上の労働災害）
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職場における熱中症の発生状況（茨城県内）

時間帯別では、ほぼ平均的に発生

していますが、特に15時台に最も多

く発生しています。また、日中の作

業終了後に、帰宅してから体調が悪

化するケースも散見されますので、

体調に異変を感じたらすぐに病院へ

行くか、救急車を要請しましょう。

月別では、７月と８月に集中して発

生しています。梅雨が明けた後は、

気温が上昇し熱中症が発生しやすく

なります。



資料№１



業種 地域 年齢 気温*

建築
工事業

県南 40歳台 32.9℃

土木
工事業

県南 50歳台 32.1℃

その他
の接客
娯楽業

県西 60歳台 32.2℃

その他の
建設業

県南 20歳台 35.0℃

小売業 県南 30歳台 35.8℃

建築
工事業

県西 70歳台 35.3℃

　被災者は、コンクリートミキサー車を運転し、工事現場に
生コンを納品後、汚れた道路を清掃中、倒れてけいれんを起
こしたため、救急車で病院に搬送されたが、翌日に死亡し
た。

　被災者は、木造家屋解体工事現場で散水中、熱中症により
コンクリート床面で倒れて、転倒時に保護帽を着用していた
が、あご紐が緩くて外れたため、頭部を強打したことから、
救急車で病院に搬送されたが、７日後に死亡した。なお、環
境省熱中症予防サイトによるＷＢＧＴ値（暑さ指数）は
30.4℃。

＊　工事現場の気温が不明な事例については、気象庁ホームページで記載されている現場近隣の観測所における
　気温を参考値として示している。

発生状況

　被災者は、木造家屋新築工事現場で午前中から作業を行
い、作業終了後片付けをしていたが、午後４時頃に現場内で
倒れているところを発見されて、救急車で病院に搬送された
が、同日に死亡した。

　被災者は、道路建設工事現場で除草中、午後３時頃に自力
で歩くことができない状態になったため、社用車で病院に搬
送されたが、同日に死亡した。

　被災者は、ゴルフ練習場内で芝刈機の調整中、気分が悪く
なり休憩していたが、体調が回復しないたため、救急車で病
院に搬送されたが、16日後に死亡した。なお、環境省熱中症
予防サイトによるＷＢＧＴ値（暑さ指数）は31.3℃。

　被災者は、午前中から除草作業を行い、午後に単独で除草
中、午後４時５０分頃に現場内で倒れているところを発見さ
れて、救急車で病院に搬送されたが、９日後に死亡した。

職場における熱中症の死亡災害事例（茨城県内）


